
（資料3）  

○
 
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
百
五
号
）
 
 

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
表
 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）
 
 

一
頁
 
 
 





○
 
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
第
五
十
一
号
）
 
 

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
案
新
旧
対
照
表
 
 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）
 
 

頁   



支
給
機
関
に
提
出
し
な
 
 

が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
明
 
 

≠
 
就
業
し
て
い
る
場
合
 
 

で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
 
 

叫
 
求
職
活
動
を
し
て
い
る
場
合
 
 

き
る
書
類
に
限
る
。
）
 
 

令
第
八
条
第
二
号
 
 

除
外
事
由
発
生
月
に
お
 
 

ず
れ
か
の
時
。
 
 

除
外
事
由
届
出
書
を
 
 

∽
 
公
共
職
業
安
定
所
、
母
 
 

類
そ
の
他
 
 

主
で
あ
る
 
 

こ
れ
に
基
づ
い
て
当
該
 
 

こ
と
を
明
ら
か
 
 

祉
法
 
（
昭
和
三
十
九
年
法
 
 

第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
 
 

項
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
 
 

号
に
規
定
す
る
 
 

を
明
ら
か
 
 

に
お
い
て
同
じ
。
）
 
に
お
い
て
 
 

（
職
業
安
定
法
 
（
昭
和
一
 
 

（
適
用
除
外
事
由
発
生
月
 
 

の
受
給
資
格
者
が
就
 
 

こ
と
若
し
く
は
在
宅
 
 

に
で
き
る
書
類
 
 
 

に
で
き
る
書
類
に
限
る
。
 
 

ロ
及
び
ハ
に
お
い
 
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

母
子
家
庭
就
業
 
 

に
掲
げ
る
事
由
 
 

ら
か
に
で
き
 
 

提
出
す
る
場
合
に
あ
つ
 
 

年
の
八
 
 

い
て
求
職
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
 
 

雇
用
契
約
書
 
 

一
十
二
年
法
律
第
百
四
十
 
 

律
第
百
二
十
九
号
）
 
 

子
家
庭
就
業
支
援
事
業
 
 

（
適
用
除
 
 

業
者
を
い
う
。
 
 

業
し
て
い
 
 

就
業
等
を
行
っ
て
い
 
 

を
実
施
す
る
機
関
又
 
 

月
に
児
童
扶
養
 
 

ぞ
れ
当
該
イ
か
ら
ハ
 
 

就
職
に
 
 

支
援
事
業
を
い
う
。
 
 

次
に
掲
げ
る
 
 

に
該
当
す
る
場
合
 
 

る
書
類
等
を
添
え
 
 

て
同
じ
。
 
 

外
事
由
発
生
月
が
七
月
 
 

の
写
し
 
 

関
す
る
相
談
等
を
受
け
た
こ
と
 
 

る
こ
と
を
明
ら
か
に
 
 

）
 
に
お
い
て
就
業
し
て
い
る
 
 

て
は
、
七
月
又
は
八
月
の
い
 
 

第
l
一
十
四
条
の
四
第
一
 
 

手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
 
 

又
は
受
給
資
格
者
が
 
 

い
ず
れ
か
の
書
類
 
（
適
用
 
 

第
三
十
条
第
 
 

ま
で
に
掲
げ
る
書
類
 
 

る
こ
と
を
証
す
る
 
 

て
、
こ
れ
を
手
当
の
 
 

（
母
子
及
び
寡
婦
福
 
 

第
二
十
四
条
の
四
 
 

次
の
イ
か
ら
ハ
ま
 
 

号
）
 
第
四
条
第
七
 
 
 

業
紹
介
事
業
者
 
 

を
明
ら
か
に
で
 
 

で
あ
り
 
 

で
き
る
書
 
 

l
項
第
三
 
 

頁  



∃
 
令
第
八
条
第
三
号
に
掲
げ
 
 

］  
矧  

瘍 
合  

次 
に 

掲 
げ 
る 

書類  

掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
 
 

イ
 
 

イ
 
当
該
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
又
 
 

ハ
 
第
二
十
四
条
の
四
第
二
項
第
一
 
 

ず
れ
か
の
書
類
等
 
 

3
 
求
人
者
に
面
接
し
た
こ
と
そ
 
 

川
 
囲
蹄
又
は
歯
科
医
師
 
 

き
る
書
類
等
 
 

よ
り
受
給
資
格
者
が
就
業
す
る
ー
 
 

医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
疾
病
、
 
 

公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
、
 
 

ク
ス
線
直
接
撮
影
写
真
 
 

る
こ
と
を
明
ら
か
に
 
 

の
職
業
能
力
の
 
 

第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
第
一
 
 

児
童
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
 
 

第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
第
一
 
 

当
該
障
害
が
別
表
に
定
め
る
傷
病
に
係
る
も
の
 
 

状
態
に
あ
る
 
 

て
い
る
こ
と
を
明
ら
 
 

（
適
用
除
外
事
由
発
生
月
に
お
い
 
 

開
発
及
び
向
上
を
図
つ
て
 
 

こ
と
に
よ
り
介
護
が
必
要
で
あ
る
 
 

そ
れ
ぞ
れ
当
該
イ
又
は
 
 

で
き
る
書
類
に
 
 

か
に
で
き
る
書
類
 
 

る
事
由
に
該
当
 
 

の
診
断
書
そ
の
 
 

専
修
学
校
等
に
在
学
し
 
 

」
と
が
困
難
 
 

一
号
に
該
当
す
る
場
合
 
 

負
傷
又
は
要
介
護
状
態
に
あ
る
こ
と
 
 

号
に
該
当
す
る
場
合
 
 

号
に
掲
げ
る
活
動
を
し
 
 

の
他
の
就
業
す
る
た
め
 
 

限
る
。
）
 
 
 

又
は
疾
病
 
 

は
歯
科
医
師
の
診
断
書
 
 
 

て
同
号
に
掲
げ
る
活
動
を
し
て
い
 
 

す
る
場
合
 
次
の
イ
又
は
ロ
に
 
 

他
の
受
給
資
格
者
の
監
護
 
 

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
 
 

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
 
 

ロ
に
掲
げ
る
書
類
等
 
 

負
傷
若
し
く
は
要
介
護
 
 

で
あ
る
と
き
は
、
エ
ッ
 
 

こ
と
を
明
ら
か
に
．
で
き
 
 

て
い
る
．
こ
と
そ
の
他
 
 

次
に
掲
げ
る
い
 
 

医
師
又
は
歯
科
 
 

て
い
る
場
合
 
 

の
活
動
を
行
つ
 
 



3
 
 

2
 
 養

手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
 
 

届
出
書
に
同
項
各
号
に
掲
 
 

等
を
提
出
す
る
こ
と
が
 
 

満
了
月
の
前
々
月
の
初
日
か
ら
 
 

年
等
満
了
月
の
前
々
月
の
初
 
 

田
ま
で
の
間
に
、
こ
れ
を
手
当
 
 

る
見
込
み
 
 

で
き
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

二
十
四
条
の
四
第
二
項
第
一
 
 

で
あ
つ
て
、
引
き
 
 

の
時
に
お
い
て
、
 
 

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
 
 

ハ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
は
、
 
 

か
 

現
に
法
第
十
三
条
の
二
第
一
 
 

五
年
等
満
了
月
の
翌
月
に
お
い
て
 
 

∽
 
囲
酪
 
 

害
の
状
態
に
あ
る
 
 

と
を
明
ら
か
に
 
 

る
書
類
等
及
び
 
 

か
に
で
き
る
書
類
 
 
 

及
び
受
給
資
格
者
が
当
 
 

る
こ
と
に
よ
り
介
護
が
 
 

で
あ
る
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
 
 

又
は
歯
科
医
師
の
 
 

就
業
し
て
い
る
こ
と
、
 
 

続
き
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
 
 

わ
ら
ず
、
児
童
扶
養
手
当
 
 

受
給
資
格
者
が
 
 

で
き
る
書
類
 
 

げ
る
書
類
を
添
 
 

こ
と
又
は
疾
病
、
 
 

除
外
事
由
届
 
 

号
に
掲
げ
る
活
動
を
し
て
 
 

同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
規
 
 

日
か
ら
五
年
等
 
 

一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
 
 

該
親
族
を
介
護
す
る
 
 

五
年
等
満
了
月
の
 
 

必
要
で
あ
る
 
 

の
支
給
機
関
に
提
出
し
 
 

診
断
書
そ
の
他
 
 

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
 
 

令
第
八
条
各
号
に
掲
げ
 
 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
 
 

当
該
児
童
を
介
 
 

え
て
、
毎
年
八
月
l
 
 

求
職
活
動
を
し
 
 

出
書
及
び
同
項
各
号
 
 

負
傷
若
し
く
は
 
 

満
了
月
の
末
日
ま
で
の
 
 

法
第
十
三
条
の
t
一
第
一
 
 

こ
と
を
明
ら
か
に
 
 

部
支
給
停
止
 
 

末
日
ま
で
の
間
に
、
 
 

の
受
給
資
格
者
の
親
 
 

必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
 
 

定
に
か
か
わ
 
 

護
す
る
必
要
が
あ
る
こ
 
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
 
 

同
項
第
二
号
イ
か
ら
 
 

て
い
る
こ
と
又
は
第
 
 

要
介
護
状
態
に
あ
 
 

い
る
受
給
資
格
者
 
 

適
用
除
外
事
由
 
 

に
掲
げ
る
書
類
 
 

日
か
ら
三
十
一
 
 

る
も
の
は
、
第
 
 

で
き
る
書
類
等
 
 

由
に
該
当
す
 
 

一
項
の
規
定
 
 

ら
ず
、
五
 
 

い
ず
れ
か
 
 

児
童
扶
 
 

族
が
障
 
 

五
年
等
 
 

四
頁
 
 
 



第
十
二
条
の
三
 
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
（
第
三
条
の
二
第
一
項
、
第
三
条
の
 
 
 

ヨ
、
第
五
条
第
二
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
十
一
条
か
 
 
 

ら
前
条
ま
で
（
第
十
二
条
第
三
号
を
除
く
。
）
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
、
受
 
 
 

給
資
格
の
認
定
を
受
け
た
看
で
あ
つ
て
法
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
 
 
 

に
よ
り
手
当
の
全
部
の
支
給
を
受
け
て
い
な
い
も
の
（
以
下
「
全
部
支
給
停
止
 
 
 

者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
二
 
 
 

第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
粂
第
一
項
、
第
十
条
又
は
 
 
 

第
十
一
条
」
と
、
「
一
部
」
と
あ
る
の
は
「
全
部
」
と
、
第
三
条
の
二
第
三
項
 
 
 

5
 
 

イ
か
ら
 
 

速
や
か
に
提
出
 
 

書
及
び
こ
れ
に
添
 
 

よ
り
期
限
ま
で
 
 

月
三
十
1
日
ま
で
」
 
 

は
第
二
項
 
 

る
こ
と
を
 
 

て
い
る
こ
と
又
は
第
一
 
 

の
に
つ
い
て
は
、
前
項
中
 
 

一
日
ま
で
の
 
 

（
準
用
）
 
 

前
各
項
の
規
定
に
よ
 
 

の
場
合
に
お
い
て
、
 
 

ハ
ま
で
の
規
定
に
 
 

明
ら
か
に
で
き
る
も
の
 
 

の
規
定
に
よ
る
相
談
 
 

定
す
る
受
給
資
格
者
で
あ
 
 

い
ず
れ
か
 
 

し
な
け
れ
ば
な
 
 

に
提
出
で
き
 
 

付
す
る
書
 
 

と
あ
る
の
は
、
 
 

一
十
四
条
の
四
第
一
 
 

同
項
第
一
 
 

る
児
童
扶
養
手
 
 

の
時
に
お
い
て
、
 
 

か
か
わ
ら
ず
 
 

「
か
ら
三
十
一
 
 

な
か
つ
た
場
合
は
、
 
 

類
等
の
提
出
に
つ
い
 
 

ら
な
い
。
 
 

号
イ
か
ら
ハ
ま
で
 
 

情
報
の
提
供
、
助
 
 

と
す
る
。
 
 
 

「
か
ら
九
月
二
 
 

当
一
部
支
給
停
止
適
 
 

つ
て
、
法
第
一
 
 

一
項
第
一
 
 

当
該
年
の
六
月
一
 
 

就
業
し
て
い
る
こ
と
、
 
 

日
ま
で
」
 
 

骨
吋
掲
げ
る
活
動
を
し
て
い
 
 

そ
の
事
情
が
消
滅
し
 
 

て
、
や
む
を
得
な
 
 

に
掲
げ
る
書
 
 

十
日
ま
で
」
 
と
す
る
。
 
 

と
あ
り
、
及
び
 
 

言
又
は
支
援
を
受
け
た
も
 
 

一
十
八
条
の
二
第
 
 

日
か
ら
八
月
三
十
 
 

用
除
外
事
由
届
出
 
 

求
職
活
動
し
 
 

類
は
、
同
号
 
 

い
事
情
に
 
 

「
か
ら
八
 
 

て
か
ら
 
 

（
準
用
）
 
 

第
十
二
条
の
三
 
第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
（
第
三
粂
の
二
第
一
項
、
第
五
条
第
 
 

二
号
及
び
第
六
条
第
一
項
第
三
号
を
除
く
。
）
、
第
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
（
第
 
 

十
二
条
第
三
号
を
除
く
。
）
及
び
第
十
四
条
の
規
定
は
、
受
給
資
格
の
認
定
を
受
 
 

け
た
者
で
あ
つ
て
法
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
手
当
の
全
部
の
 
 

支
給
を
受
け
て
い
な
い
も
の
（
以
下
「
全
部
支
給
停
止
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
 
 

て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
の
二
第
二
項
中
「
第
九
条
第
一
項
 
 

」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
又
は
第
十
一
条
」
と
、
「
－
部
」
と
 
 

あ
る
の
は
「
全
部
」
と
、
第
三
条
の
二
第
三
項
中
「
第
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
 
 
 



（
証
書
の
更
新
、
支
給
停
止
の
通
知
等
）
 
 

第
二
十
一
条
 
（
略
）
 
 

付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

5
 
 
（
略
）
 
 

交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 

3
 
 
（
略
）
 
 

4
 
手
当
の
支
給
機
関
は
、
 
 

2
 
手
当
の
支
給
機
関
は
、
 
 

部
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
児
 
 

児
 

中
「
第
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
」
と
、
第
 
 

四
条
の
二
中
「
手
当
の
支
給
が
行
わ
れ
て
い
る
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
九
 
 

条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
手
当
の
全
部
の
支
給
が
行
わ
れ
て
い
な
 
 

い
児
童
」
と
、
第
六
条
第
l
亮
第
t
号
中
「
前
項
第
一
号
及
び
第
三
号
」
と
あ
 
 

る
の
は
「
前
項
第
；
さ
と
、
第
十
二
条
の
二
中
「
、
第
九
条
及
び
前
条
の
届
 
 

書
又
は
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
前
条
の
届
書
」
と
、
第
十
四
条
中
「
、
 
 

層
請
書
若
し
く
は
診
断
書
又
は
児
童
扶
養
手
当
証
書
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
診
 
 

断
書
」
と
、
「
提
出
又
は
返
納
す
る
場
合
」
と
あ
る
の
は
「
提
出
す
る
場
合
」
 
 

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 
 

は
新
た
に
 
 

（
法
第
十
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
自
立
を
図
る
た
 
 

児
童
扶
養
手
当
証
書
を
作
成
し
 
 

法
第
十
三
条
の
t
一
第
 
 

法
第
十
三
条
の
二
第
一
 
 

童
扶
養
手
当
 
 

童
扶
養
手
当
支
給
停
止
 
 

証
書
に
所
要
事
項
を
 
 

こ
れ
を
受
給
者
に
返
付
し
、
又
は
 
 

項
の
規
定
に
よ
り
手
当
の
一
 
 

項
の
規
定
に
よ
り
手
当
の
 
 
 

通
知
書
を
受
給
者
に
交
 
 

記
載
し
、
又
 
 

（
証
書
の
更
新
、
支
給
停
止
の
通
知
等
）
 
 

第
二
十
一
条
 
（
略
）
 
 

は
「
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
」
と
、
第
四
条
の
二
中
「
手
当
の
支
給
が
行
わ
 
 

れ
て
い
る
児
童
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
九
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
 
 

手
当
の
全
部
の
支
給
が
行
わ
れ
て
い
な
い
児
童
」
と
、
第
六
条
第
二
項
第
二
号
中
 
 

「
前
項
第
二
号
及
び
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
第
二
号
」
と
、
第
士
一
条
の
 
 

二
中
「
、
第
九
粂
及
び
前
条
の
届
書
又
は
申
請
書
」
と
あ
る
の
は
 
「
及
び
前
条
の
 
 

届
書
」
と
、
第
十
四
条
中
「
、
申
請
書
若
し
く
は
診
断
書
又
は
児
童
扶
養
手
当
証
 
 

書
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
診
断
書
」
と
、
「
提
出
又
は
返
納
す
る
場
合
」
と
あ
る
 
 

の
は
 
「
提
出
す
る
場
合
」
 
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
 
 

3
 
 
（
略
）
 
 
 

2
 
 
（
略
）
 
 

（
法
第
十
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
自
立
を
図
る
た
め
 
 

頁   



め
の
活
動
）
 
 

第
二
十
四
条
の
三
 
法
第
十
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
 
 

第
二
十
四
条
の
四
 
 

2
 
 自

立
を
図
る
た
め
の
活
動
は
、
公
共
職
業
能
力
 
 

学
し
て
い
る
こ
と
 
 

す
る
。
 
 

定
所
、
母
子
家
庭
就
 
 

コ  お
い
て
就
職
に
 
 

号
に
掲
げ
る
事
由
と
 
 

l
l
 
法
第
l
 
 

の
活
動
は
、
次
の
 
 

の
他
就
業
す
る
た
め
 
 

一
 
公
共
職
業
能
力
開
 
 

（
令
第
八
条
第
 
 

．
提
供
、
助
言
又
は
支
援
を
受
け
 
 

令
第
八
条
第
一
 
 

掲
げ
る
活
動
を
行
う
こ
と
 
 

八
 

に
類
す
る
事
由
に
よ
 
 

の
職
業
能
力
の
開
発
 
 

受
給
資
格
者
が
監
 
 

受
給
資
格
者
が
疾
病
、
 
 

条
第
三
号
に
規
 
 

l
十
八
粂
の
二
第
l
 
 

関
す
る
相
談
等
を
受
け
た
 
 

二
号
に
規
定
す
る
 
 

刊 

榔 
軌 
は 

公 

共職 

業 
安   

そ
の
他
職
業
能
力
の
開
 
 

業
支
援
事
業
を
 
 

に
規
定
す
る
度
 
 

の
活
動
と
す
る
。
 
 

護
す
る
児
童
 
 

発
施
設
 
 

及
び
向
上
を
図
 
 

に
掲
げ
る
も
 
 

り
就
業
す
 
 

定
す
る
 
 

負
傷
又
 
 

項
又
は
第
二
 
 

求
職
活
動
等
）
 
 
 

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
 
 

る
こ
と
が
困
難
 
 

実
施
す
る
機
 
 

生
労
働
省
令
 
 

就
業
し
、
求
職
活
動
を
し
、
 
 

は
要
介
護
状
態
に
あ
る
こ
と
そ
 
 

の
と
す
る
。
 
 

又
は
受
給
資
格
者
の
 
 

学
校
等
に
在
学
し
て
い
 
 

る
た
め
の
活
動
 
 

発
及
び
向
上
を
図
る
た
め
の
活
動
と
 
 

こ
と
、
求
人
者
に
面
 
 

項
の
規
定
に
よ
る
 
 

開
発
施
設
 
 

関
又
は
職
業
 
 

で
定
め
る
自
 
 

で
あ
る
こ
と
。
 
 

親
族
 
 

専
 
 

事
由
 
 

修
学
校
等
に
在
 
 

接
し
た
こ
と
そ
 
 

立
を
図
る
た
め
 
 

相
談
、
情
報
の
 
 

紹
介
事
業
者
に
 
 

る
こ
と
そ
の
他
 
 

が
障
害
の
状
態
 
 

は
、
次
の
各
 
 

又
は
前
号
に
 
 

の
他
こ
れ
 
 の

活
動
）
 
 

第
二
十
四
条
の
三
 
法
第
十
四
条
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
 
 

自
立
を
図
る
た
め
の
活
動
は
、
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
こ
と
 
 

力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
る
た
め
の
活
動
と
す
る
。
 
 そ

の
他
職
業
能
 
 

七  

頁   



第
一
一
十
四
条
の
五
 
 

3
 
 

2
 
 

支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
 
 

条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
 
 

条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
 
 

支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
 
 

格
者
が
令
第
八
 
 

用
し
な
い
。
 
 
 

項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。
 
 
 

扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
 
 

月
ま
で
の
期
間
、
 
 

場
合
に
あ
つ
て
は
、
 
 

由
発
生
月
 
 

は
、
当
該
年
の
七
月
）
 
 

翌
年
七
月
 
 

（
添
付
書
類
の
省
略
等
）
 
 

（
法
第
十
三
条
の
一
 
 

第
三
条
の
三
第
三
項
 
 

第
三
条
の
三
第
二
 
 

要
が
あ
り
就
業
す
る
こ
と
が
困
 
 

に
あ
る
こ
と
又
は
疾
病
、
 
 

こ
れ
に
類
す
る
事
由
に
 
 

か
ら
翌
年
七
月
 
 

（
五
年
等
満
了
月
の
翌
月
が
 
 

条
各
号
に
掲
げ
る
事
由
 
 

法
第
十
三
条
の
二
第
一
 
 

第
三
条
の
三
第
一
項
の
 
 

一
第
二
項
の
適
用
）
 
 

項
の
規
定
に
よ
り
受
 
 

当
該
年
の
七
月
）
 
 

ま
で
の
期
間
、
 
 

に
該
当
す
る
場
合
に
は
 
 

に
該
当
す
る
場
合
に
は
 
 

の
規
定
に
よ
 
 

適
用
除
外
 
 

よ
り
受
給
資
格
者
が
 
 

届
出
書
が
提
出
さ
れ
 
 

届
出
書
が
提
出
さ
れ
 
 

（
適
用
除
 
 

負
傷
若
し
く
は
 
 

難
で
あ
る
こ
と
。
 
 

事
由
届
出
書
が
 
 

外
事
由
発
生
月
が
 
 

り
受
給
資
格
者
か
ら
児
童
 
 

法
第
十
三
条
の
二
第
 
 

ま
で
の
期
間
、
 
 

に
該
当
す
る
場
合
に
は
 
 

規
定
に
よ
 
 

項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。
 
 
 

給
資
格
者
か
ら
児
童
 
 

月
か
ら
六
月
ま
で
 
 

要
介
護
状
態
に
あ
る
こ
と
そ
 
 

こ
れ
ら
の
者
 
 

当
該
受
給
資
格
者
が
 
 

当
該
年
の
八
月
 
 

当
該
受
給
資
格
者
が
 
 

五
年
等
満
了
月
の
翌
 
 

提
出
さ
れ
 
 

り
受
給
資
格
者
か
ら
児
童
 
 

法
第
十
三
条
の
二
第
一
 
 

一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
 
 

の
介
護
を
行
う
必
 
 

の
場
合
に
あ
つ
て
 
 

扶
養
手
当
一
部
 
 

扶
養
手
当
一
部
 
 

項
の
規
定
を
適
 
 

適
用
除
外
事
 
 

当
該
受
給
資
 
 

か
ら
翌
年
七
 
 

令
第
八
 
 

令
第
八
 
 

月
か
ら
 
 

（
添
付
書
類
の
省
略
等
）
 
 
 

八
頁
 
 





（資料4）  

1 平成20年2月8日  官  報   第4764号  金曜日  

別
空
針
碩
t
顆
鞋
或
羽
目
刊
・
（
行
政
棟
閑
の
休
日
休
刊
）
 
 
 

○
昭
和
八
年
司
法
省
令
第
三
十
八
号
の
一
部
 
 
 

を
改
正
す
る
省
令
 
（
法
務
五
）
 

〇
火
薬
類
取
締
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
 
 
 

す
る
省
令
（
経
済
産
景
八
）
 
 

〔
告
1
 
示
〕
 
 
 

ひ
社
債
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
第
四
十
四
 
 
 

条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
口
 
 
 

座
管
理
隆
関
を
指
定
す
る
件
の
一
部
を
改
 
 
 

正
す
る
件
（
金
融
庁
・
法
務
・
財
務
一
）
 
 

∴
政
 
・
令
〕
 
 
 

○
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
 
 
 

す
る
政
令
 
（
二
三
）
 
 

0
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
 
 
 

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
 
 
 

る
法
律
儲
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
 
 
 

≡
四
）
 
 

〔
府
令
・
省
令
〕
 
 
 

○
前
払
式
証
票
発
行
保
証
金
規
則
等
の
一
部
 
 

を
改
正
す
る
命
令
（
内
閣
府
・
「
法
務
一
）
 
㌧
五
 
 

〔
省
．
 
令
〕
 
 

編集・印刷  
独立行政法人国立印刷局  

（
農
林
水
産
二
〇
こ
 
 

○
飼
料
の
公
定
規
格
の
一
部
を
改
正
す
る
件
 
 

（
同
二
〇
三
）
 
 

○
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件
 
 

（
国
土
交
通
一
一
六
）
 
 

0
東
海
防
船
舶
通
航
盾
号
所
に
関
す
る
告
示
 
 

（
海
上
保
安
庁
三
四
）
 
 

○
海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
実
施
す
る
件
 
 
 

（
防
衛
二
三
～
二
七
）
 
 

〇
道
路
に
関
す
る
件
 
 
 

（
関
東
地
方
整
備
局
四
三
1
四
五
）
 
 

0
 
 
 

0
衆
議
院
小
選
挙
区
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
 
 
 

け
る
候
補
者
と
な
る
ぺ
き
者
の
選
定
の
手
 
 
 

続
に
つ
い
て
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
件
 
 
 

（
総
務
五
六
）
 
 

○
衆
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
 
 
 

け
る
衆
議
院
名
簿
登
載
者
の
選
定
の
手
続
 
 
 

打
つ
い
て
昇
勤
の
届
出
が
あ
っ
た
件
 
 
 

（
同
五
七
）
 
 

○
会
社
法
第
九
百
四
十
八
粂
の
規
定
に
基
づ
 
 
 

く
諷
査
機
関
の
電
子
公
告
調
査
を
行
う
事
 
 
 

業
所
屯
所
在
地
の
変
更
の
届
出
が
あ
．
っ
た
 

件
 
（
法
務
五
八
）
 

○
土
地
家
屋
調
査
士
法
第
三
条
第
二
項
第
七
 
 
 

号
の
規
定
に
よ
る
団
体
の
指
定
に
関
す
る
 
 
 

件
（
同
五
九
）
 
 

○
日
本
国
に
帰
化
を
許
可
す
る
件
（
同
六
〇
）
 
 

○
医
療
法
施
行
規
則
に
基
づ
く
同
令
第
士
一
 
 

条
町
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
 
 
 

の
所
在
地
の
変
更
の
件
（
厚
生
労
働
二
七
）
 
七
 
 

〇
健
康
保
険
組
合
の
事
務
所
の
所
在
地
を
変
 
 
 

更
し
た
件
（
同
二
八
）
 
 

○
租
税
特
別
路
置
法
施
行
令
弟
十
七
粂
第
二
 
 
 

項
第
四
号
及
び
第
三
十
九
条
の
二
十
六
第
 

二
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
「
農
林
水
 
 
 

産
大
臣
が
認
定
す
る
市
場
と
し
て
認
定
し
 
 
 

た
件
の
↓
部
を
改
正
す
る
件
 
 

労
 
 
働
 
 

労
働
保
険
審
査
官
及
び
労
働
保
険
審
査
会
法
 
 

第
五
条
の
規
定
に
基
づ
く
関
係
労
働
者
を
代
 
 

表
す
る
者
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
 
 

（
厚
生
労
働
省
）
 
 

〔
公
 
 
告
〕
 
 

諸
事
項
 
 
 

官
庁
 
 
 

直
丹
区
域
農
用
地
整
備
事
業
に
お
け
る
鎌
 
 
 

谷
中
換
地
区
の
換
地
計
画
、
泉
州
東
部
区
 
 
 

域
農
用
地
整
備
事
業
に
お
け
る
 
（
小
川
 
 
 

（
西
）
・
塔
原
・
塔
原
二
・
河
合
）
換
地
 
 
 

区
の
換
地
計
画
、
阿
蘇
小
国
郷
区
域
特
定
 
 

地
域
整
備
事
業
七
お
け
る
尾
張
換
地
区
の
 
 
 

換
地
計
画
、
公
示
最
遠
、
建
設
業
の
許
可
 
 
 

の
取
消
払
分
関
係
 

〔
人
事
異
動
〕
 
 
 

≡
 
 

法
務
省
 
海
上
保
安
庁
 
最
高
裁
判
所
 
 

〔
官
庁
報
告
〕
 
 

官
庁
事
項
 
 

関
東
地
方
整
備
局
公
示
（
関
東
地
方
整
備
局
）
 
≡
 
 

0
 
 

0
道
路
に
関
す
る
件
 
 
 

（
北
陸
地
方
整
備
局
一
九
、
二
〇
）
 
 

○
道
路
に
関
す
る
件
 
 
 

（
中
部
地
方
整
備
局
七
、
八
）
 
 

○
都
市
計
画
に
関
す
る
件
（
同
九
）
 
 

○
道
潜
に
関
す
る
件
 
 

（
中
国
地
方
整
備
局
九
、
一
〇
）
 
 

○
道
路
に
関
す
る
件
（
四
国
地
方
整
備
局
九
）
 
二
 
 

〔
国
会
事
項
〕
 
 

裁
判
所
 
 

相
続
、
公
示
催
告
、
夷
踪
、
破
産
、
免
責
、
 
 
 

特
別
清
算
、
会
社
更
生
、
再
生
関
係
 
 

特
殊
法
人
等
 
 
 

厚
生
年
金
基
金
清
算
結
了
・
清
算
人
退
任
 
 
 

関
係
 
 

会
社
そ
の
他
 
 

本
日
公
布
さ
れ
た
法
令
の
「
あ
ら
ま
し
」
．
は
、
 
 

次
の
べ
－
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
．
 
 
 

五  

41  



報  官  第4764号   2  平成20年2月8日 金曜日  

◇
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
 
 
 

国
後
の
自
立
の
支
援
に
閲
す
 

改
正
す
る
政
令
人
政
令
第
二
四
号
）
．
（
厚
生
労
働
省
）
 
 

l
 
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
の
特
例
 
 
 

昭
和
三
六
年
四
月
」
日
か
ら
初
め
て
永
住
帰
国
し
た
 
 
 

目
の
前
日
ま
で
の
期
間
（
二
〇
歳
前
の
期
間
及
び
六
〇
 
 
 

歳
後
の
期
間
並
び
に
昭
和
五
六
年
以
前
の
日
本
国
籍
を
 
 
 

有
し
て
い
な
か
．
っ
た
期
間
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
と
 
 
 

し
、
当
該
期
間
は
国
民
年
金
の
被
保
険
者
期
間
と
み
な
 
 
 

す
こ
と
と
し
た
二
第
一
条
第
r
項
及
び
第
l
一
項
関
係
）
 
 

2
 
法
第
〓
二
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
 
 
 

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
等
と
す
を
」
と
と
 
 
 

レ
た
。
（
第
二
条
関
係
）
 
 
 

◇
児
童
扶
垂
手
当
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
 
 

2  1  

（
改
令
弟
二
三
号
）
（
厚
生
労
働
省
）
 
 
 

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
開
始
か
ら
五
年
を
経
過
し
て
 
 

い
る
者
等
に
対
し
て
字
音
の
一
部
を
支
給
し
な
い
措
置
 
 

が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
支
給
し
 
 

な
い
額
及
び
当
該
措
置
を
遠
凰
し
な
い
事
由
に
つ
い
て
 
 

定
め
る
こ
と
と
し
た
．
倉
七
有
閑
係
）
 
 
 

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
 
 

た
。
 
 

保
険
料
の
額
及
び
法
第
〓
ニ
条
第
四
項
の
政
令
で
定
 
 

め
る
額
 
 

H
 
保
険
料
の
額
l
ま
、
昭
和
三
六
年
四
 

時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
 

日
の
前
年
露
に
属
す
る
三
月
三
日
き
て
の
各
片
の
 
 

保
険
粁
の
額
で
打
率
を
考
隠
し
た
紅
の
吼
平
均
額
に
 
 
 

相
当
す
る
額
と
す
そ
」
と
と
し
た
∵
（
第
六
条
第
一
項
 
 
 

関
係
）
 
 

国
 
法
第
〓
ニ
粂
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
－
 
 
 

の
H
の
保
険
料
侃
頓
に
特
例
納
付
月
数
を
乗
じ
て
 

た
額
と
す
る
こ
と
上
し
た
。
（
賓
ハ
条
軍
一
項
関
係
）
 
 

乱
に
よ
り
保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
打
破
保
 
 

険
者
期
間
の
特
例
 
 
 

保
険
料
の
納
付
が
行
わ
れ
た
期
間
は
、
国
民
年
金
の
 
 

関
係
）
 
 
 

保
険
料
納
付
済
掛
間
と
み
な
す
こ
．
七
と
し
虎
。
（
第
七
粂
 
 

巧
で
公
布
さ
れ
た
 
法
令
の
あ
 

．
ち
ま
し
酢
 
 

年
金
額
の
改
定
の
特
例
 
 

者
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給
権
者
∴
6
の
H
の
請
求
を
 
 

し
た
者
∵
（
以
下
r
請
求
ぎ
と
い
う
．
）
庵
除
く
．
）
が
、
 
 

4
に
よ
り
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間
と
み
な
さ
 
 

れ
た
期
間
を
有
し
た
と
き
は
、
．
保
険
料
の
納
付
が
行
わ
 
 

れ
た
日
（
以
下
「
公
費
充
当
日
し
と
い
う
．
）
の
属
す
る
 
 

月
の
翌
月
か
ら
、
年
金
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
 
 

（
第
一
七
粂
関
係
）
 
 
 

繰
上
げ
年
金
の
額
の
改
定
の
特
例
 

H
繰
上
げ
年
金
の
受
給
権
着
で
あ
っ
て
一
時
金
の
支
 
 
 

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
・
社
会
保
険
庁
長
 
 
 

官
に
繰
上
げ
年
金
の
額
の
特
例
に
係
る
改
定
を
請
求
 
 
 

す
る
．
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
八
粂
第
一
 
 
 

項
関
係
）
 

目
・
請
求
者
が
、
4
に
よ
り
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
 
 
 

済
期
間
と
み
な
さ
れ
た
期
間
を
有
し
た
と
き
は
、
老
 
 
 

齢
基
礎
年
金
等
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
法
第
二
七
 
 
 

粂
等
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
と
し
、
公
費
 
 
 

充
当
日
の
属
す
る
且
の
翌
月
か
ら
、
年
金
額
を
改
定
 
 
 

す
る
こ
と
と
し
た
。
．
た
だ
し
、
・
請
求
者
で
あ
っ
て
、
 
 
 

公
費
充
当
日
に
六
五
歳
未
満
の
者
に
■
つ
い
．
て
は
5
に
 
 
 

よ
り
年
金
の
額
を
改
定
し
、
当
該
請
求
者
が
六
五
歳
 
 
 

を
改
定
す
る
こ
と
と
し
・
た
二
第
▲
一
八
粂
第
三
項
閑
 
 

に
達
し
た
日
の
翌
月
か
ら
、
．
6
の
目
に
よ
り
年
金
額
 
 

メ
係
）
 
 

国
．
6
の
臼
に
よ
り
年
金
の
額
が
改
定
さ
れ
た
繰
上
げ
 
 
 

年
金
を
支
給
す
る
場
合
は
、
公
費
充
当
訂
（
6
の
臼
 
 
 

た
だ
し
書
の
者
に
あ
っ
て
は
、
六
五
歳
に
達
し
た
日
）
 
 
 

の
属
す
毛
計
ま
で
に
ヾ
請
求
者
に
対
し
線
上
げ
年
金
 
 
 

と
し
て
支
給
さ
れ
た
額
の
総
静
か
ら
、
請
求
者
に
係
 
 
 

る
老
齢
基
礎
年
金
等
が
六
五
歳
に
達
し
た
．
日
の
属
す
 
 
 

る
月
の
翌
月
か
ら
公
費
充
当
日
の
属
す
る
月
ま
で
に
 
 
 

当
該
顔
戎
者
に
対
し
支
給
さ
れ
た
と
七
た
場
合
の
当
 
 
 

該
給
付
の
額
の
総
額
を
控
除
し
・
て
得
た
額
を
当
該
繰
 
 
 

上
げ
年
金
の
内
払
と
み
な
す
こ
と
と
し
た
。
（
第
一
八
 
 
 

粂
第
三
項
関
係
）
 
 
 

こ
Ⅵ
政
令
は
、
平
成
二
〇
年
三
月
一
白
か
ら
施
行
す
 
 

る
こ
と
と
し
た
．
 
 

ト
王
t
l
 
 

の
政
令
凌
制
定
す
る
。
 
 
 

児
富
扶
養
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
 
 

盲
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．
 
 
 

第
六
条
を
第
十
条
と
し
、
第
五
条
の
三
を
第
九
粂
と
し
、
 
 

第
五
条
の
二
を
第
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
 
 

加
え
る
．
 
 

（
法
第
十
三
粂
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
給
し
な
 
 
 

い
手
当
の
額
）
 
 

第
七
条
 
受
給
資
格
者
（
法
第
十
三
粂
の
二
第
一
項
に
規
 
 
 

定
す
る
受
給
資
格
者
を
い
ー
ユ
。
以
下
こ
の
粂
及
び
次
粂
 
 
 

に
お
い
て
同
じ
．
．
）
に
対
す
る
手
当
に
つ
い
て
、
同
項
の
 
 
 

裁
定
美
よ
り
支
給
し
な
い
手
当
の
額
は
、
月
を
単
位
と
 
 

し
て
、
支
給
開
始
月
（
法
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
 
 
 

支
給
開
始
月
を
い
う
J
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
又
 
 
 

は
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
の
属
す
 
 
 

る
月
の
初
日
か
ら
起
算
し
て
七
年
を
経
過
し
た
日
（
法
 
 
 

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
請
求
を
し
た
日
 
 
 

に
お
い
て
三
歳
未
満
の
児
童
を
監
護
す
る
受
給
資
格
者
 
 
 

に
．
あ
つ
て
は
、
当
該
児
童
が
三
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
 
 
 

る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
運
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
 
 
 

旦
の
属
す
る
月
の
翌
月
以
降
に
法
第
十
三
粂
の
二
の
 
 
 

規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
て
法
の
規
定
に
よ
り
支
 
 
 

給
す
べ
き
手
当
の
額
に
二
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
額
 
 
 

号
の
額
が
同
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
当
該
 
 
 

受
給
資
格
者
に
支
払
う
ぺ
き
手
当
の
額
の
二
分
の
一
k
 

相
当
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
相
当
す
る
額
）
 
 
 

と
し
、
こ
れ
ら
の
廟
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
 
 
 

は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
 
 
 

十は令児三  
八 童十  
号児 扶三  十  

成  名  公扶  

）童 養号  
年 御  る当  

十姜  当  月  璽  
三手  法  

施  
内八  行   
閤日  令   

粂当  施           の法  行  総  の   
理   

＿′、      の昭  の  大 部   
規和  一  臣  
定三  部  A TI  
に十  を  福  正   

基六  改  
田  

佃  

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
 
 

国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
 
 

正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
 
 

御
 
名
．
御
 
重
 
 

平
成
二
十
年
二
月
八
日
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
福
田
 
康
夫
 
 
 

政
令
第
〓
十
四
号
 
 

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
 
 

住
帰
国
後
の
乱
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
令
 
 

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
 
 
 

内
閣
は
、
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
 
 

び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
 
 

年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
三
粂
第
l
項
、
第
二
項
、
第
四
 
 

項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
 
 

る
．
 
 
 中

国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
 
 

国
後
の
自
立
の
支
壌
に
阻
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
八
年
 
 

政
令
案
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．
 
 
 

第
十
三
粂
中
「
第
三
粂
第
三
項
」
を
「
第
八
粂
第
三
項
」
 
 

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
条
と
す
る
．
 
 
 

第
十
二
条
の
見
出
し
を
「
（
昭
和
二
十
二
年
一
月
二
日
以
 
 

後
に
生
ま
れ
た
永
住
渦
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
に
係
る
 
 

年
金
額
の
改
定
の
特
例
ご
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
国
 
 

民
年
金
法
に
よ
る
老
齢
基
礎
年
金
若
し
く
は
同
法
附
則
第
 
 

九
粂
の
三
第
t
項
の
規
定
に
よ
る
老
齢
年
金
又
は
旧
国
民
 
 

（
法
第
十
三
粂
の
二
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
事
由
）
 
 

第
八
条
 
法
第
十
三
粂
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
 
 
 

定
め
る
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
。
 
 

一
受
給
資
格
者
が
就
業
し
て
い
る
こ
と
又
は
求
職
活
 
 
 

動
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
自
立
を
図
る
た
 
 
 

め
の
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
受
給
資
格
者
が
別
表
第
一
に
定
め
る
障
害
の
状
態
 
 

に
あ
る
こ
と
．
 
 
 

三
 
前
号
に
掲
げ
る
事
由
の
ほ
か
、
受
給
資
格
者
が
疾
 
 
 

病
又
は
負
傷
の
た
め
に
就
業
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
 
 
 

こ
と
そ
の
他
の
自
立
を
図
る
た
め
の
活
動
を
す
る
こ
 
 
 

と
が
困
難
で
あ
る
事
由
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
 
 

め
る
事
由
が
あ
る
こ
と
．
 
 
 

別
表
第
一
中
東
一
条
し
を
勇
一
粂
、
第
八
粂
」
に
 
 

改
め
る
．
 
 附

 
則
 
 
 

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
．
 
 

厚
生
労
働
大
臣
 
舛
添
 
要
一
 
 

内
閣
総
理
大
臣
 
福
田
 
康
夫
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（号外第・24号）‘（3分冊の1）  1 平成20年2月8日 金曜日  
朋
空
畦
嘩
顆
娠
虹
耶
 
 

〔
省
 
 
令
〕
 
 
 

○
接
続
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
 
 
 

（
総
務
九
）
 
 

○
接
続
料
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
 
 

一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
同
一
〇
）
 

○
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
虎
進
 
 
 

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
 
 
 

る
法
律
施
行
規
則
の
l
部
を
改
正
す
る
省
 
 
 

令
（
厚
生
労
働
一
一
）
 
 

○
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
 
 
 

正
す
る
省
令
（
同
一
二
）
 
 

〔
告
 
 
示
〕
 
 
 

○
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
 
 
 

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引
 
 

短
期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示
 
 
 

（
財
務
三
四
、
三
五
）
 
 

○
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
五
条
第
 
 
 

十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付
 
 
 

国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示
 
 
 

（
同
三
六
～
四
こ
 
 

○
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
六
条
第
 
 
 

十
一
項
の
属
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付
 
 
 

国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示
 
 
 

（
同
四
二
～
四
四
）
 
 

○
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
七
条
第
 
 
 

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
利
付
国
 
 
 

債
の
発
行
条
件
等
を
告
示
 
 
 

（
同
四
五
～
五
〇
）
 
 

（号  外）．  
独立行政法人国立印刷局  

特
殊
法
人
等
 
 
 

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
、
東
日
本
 
 
 

高
速
道
路
株
式
会
社
工
事
一
部
完
了
、
・
特
 
 
 

定
計
量
器
型
式
承
認
、
日
本
弁
護
士
連
合
 
 
 

会
懲
戒
処
分
取
消
訴
訟
の
判
決
確
定
関
係
一
四
二
 
 

地
方
公
共
団
体
 
 
 

旅
死
亡
人
、
公
示
送
達
、
環
境
影
響
評
価
 
 

公
債
償
還
（
東
京
都
区
・
大
阪
市
）
、
行
 
 

書
の
縦
覧
関
係
 
 

（
文
部
科
学
八
）
 

〇
特
殊
な
許
容
応
力
度
及
び
特
殊
な
材
料
強
 
 
 

度
を
定
め
る
件
の
一
細
を
改
正
す
る
件
 
 
 

（
国
土
交
通
一
一
七
）
 
 

〔
官
庁
報
告
〕
 
 

官
庁
事
項
 
 

平
成
二
十
年
度
地
方
団
体
の
歳
入
歳
出
総
額
 
 

の
見
込
額
 
（
内
閣
）
 
 

〔
公
 
 
告
〕
 
 

諸
事
項
 
 

裁
判
所
 
 
 

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係
 
 

会
社
そ
の
他
 
 

会
社
決
算
公
告
 
 

0
 
 
 

0
国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
第
七
粂
第
 
 
 

三
項
の
規
定
に
基
づ
き
発
行
し
た
割
引
短
 
 
 

期
国
債
の
発
行
条
件
等
を
告
示
（
同
五
こ
 
こ
四
 
 

〇
平
成
二
十
年
度
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
小
 
 
 

学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
 
 
 

学
校
の
教
科
書
の
定
価
を
認
可
し
た
件
 
 
 

0
総
務
省
令
第
九
号
 
 

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
崩
す
る
た
め
、
 
 

料
規
則
の
■
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
 
 
 

総
務
大
臣
増
田
寛
也
 
 
 

平
成
二
十
年
二
月
八
日
 
 

接
続
料
規
則
の
一
部
そ
改
正
す
る
省
令
 
 

接
続
料
規
則
（
平
成
十
二
年
郵
政
省
令
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
 
 
 

如
表
第
二
の
二
中
 
 

門   
§誌  

発き  
革  

畠   
糊  
藩  

茹   臼  

箸  竣  彗  茸  
蟹  薄  
簿   

葦  弗  薄  錨  笥   坤  ‘藩  箇  謀 
．  錨  梅   拝   諒    洋   

倒   【T       田    償  ＼T 【T   苛 謀  
牒   世   

⊂＞  ⊂⊃  ⊂＝l  ⊂⊃    ⊂：＞  t＝＞  ⊂＞  （＝＞   

⊂＞  ⊂＞  ⊂＝I  ⊂＞   b－  ⊂＞  ⊂⊃  く⊃  LJ   
CO  

L11   

I  1   

叫
茹
哺
罫
諸
税
榊
 
 
 

lミ  iミ   
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報  官  （号外第24号）  13  平成20年2月8日 金曜日   

（
繰
上
げ
年
金
の
額
の
特
例
に
係
る
改
定
の
請
求
）
 
 

第
十
五
条
の
二
令
弟
十
八
条
第
遠
の
規
定
に
よ
晶
項
に
規
定
す
る
繰
上
げ
年
金
（
以
下
「
繰
上
げ
年
金
」
と
い
 
 

う
J
の
額
の
特
例
に
係
る
改
定
の
請
求
は
1
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
厚
生
労
働
大
臣
を
経
由
し
て
 
社
会
保
険
庁
長
官
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
許
．
 
 

一
氏
卑
生
年
月
日
及
び
住
所
 
 
 

二
 
基
礎
年
金
番
号
 

1
ニ
繰
上
げ
年
金
の
年
金
証
書
の
年
金
コ
ー
ド
 
 

2
前
項
の
請
求
書
は
、
第
十
三
粂
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
三
粂
第
三
項
の
一
時
金
の
支
給
の
申
請
と
同
 
 
 

時
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
対
し
経
由
の
た
め
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
 
 

第
十
六
条
第
一
項
中
r
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
九
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。
 
 

第
十
七
条
の
表
中
「
第
七
条
J
を
「
第
十
二
条
」
に
、
「
第
八
条
」
㌧
を
「
第
十
三
条
」
に
、
「
第
九
粂
」
を
「
第
十
四
条
」
 
 

第 ■第   に  ○
厚
生
労
働
省
令
第
±
；
ち
 
 

児
童
扶
養
手
当
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
三
十
八
号
）
第
十
三
条
の
こ
第
二
窄
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
 
第
三
十
二
条
並
び
に
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
四
首
五
号
）
第
八
条
第
－
号
及
び
第
三
号
の
 
 

規
定
に
基
づ
き
、
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
．
 
 
 

厚
生
労
働
大
舛
添
要
一
 
 

平
成
享
年
二
月
八
日
 
 

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
 
 

児
童
扶
養
手
当
法
施
行
規
則
．
（
昭
和
三
十
六
年
厚
生
省
令
弟
五
十
毒
）
の
議
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．
 
 
 

目
次
中
「
第
二
十
四
条
の
三
」
を
「
第
二
十
四
条
の
五
」
ヒ
改
め
る
．
 
 
 

第
三
粂
の
二
め
次
に
次
の
一
条
を
加
え
■
る
．
 
 
 

（
一
路
支
給
停
止
の
適
用
除
外
に
関
す
る
届
出
）
 
 

第
三
条
の
三
受
給
資
格
者
（
母
に
警
。
以
下
こ
の
粂
、
第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
、
第
二
寸
四
条
の
五
及
び
第
二
 
 

±
ハ
粂
竺
項
に
お
い
て
同
じ
・
）
は
、
法
第
十
三
粂
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
が
満
了
す
る
月
（
以
下
「
五
年
 
 

等
満
了
月
」
と
い
う
。
）
の
翌
月
以
降
に
票
て
、
令
弟
八
粂
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
咳
当
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、
法
 
第
十
三
粂
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
▲
■
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
 
 
 

の
属
す
る
月
（
以
下
壷
用
除
外
事
由
発
生
月
」
と
い
う
・
）
の
末
日
（
適
用
除
外
事
由
発
生
月
が
七
月
で
あ
る
と
き
 
 

は
八
月
未
旦
Y
ま
で
に
、
・
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
（
様
式
第
五
号
の
三
）
を
、
次
の
 

各
号
に
掲
げ
か
彗
昆
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
鼓
各
号
に
掲
げ
る
書
類
等
そ
の
他
当
該
事
由
か
生
じ
て
い
る
こ
と
を
明
 
 
 

ら
か
に
で
き
を
書
類
等
を
添
え
て
、
こ
れ
を
手
当
の
支
給
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■
r
 
 
 
 
．
．
－
 
 

．
 
．
．
■
1
．
′
ヽ
 
 
」
．
L
▲
■
．
 
 

改
め
る
。
 
 
 

附
 
則
 
 

（
施
行
期
旦
 

‥
 
「
条
・
こ
．
の
省
令
蛭
、
平
成
二
十
年
三
月
古
か
ら
施
行
す
る
」
 
 

（
繰
上
げ
年
金
の
額
の
特
例
に
係
る
改
定
の
請
求
に
関
す
る
経
過
措
置
）
 
 

〓
条
上
の
省
令
の
施
行
前
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
中
国
残
留
賀
等
の
円
澄
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
 
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
三
粂
の
三
第
1
項
の
規
定
に
よ
る
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
 
 

帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
儀
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第
十
三
粂
第
三
項
の
－
時
金
の
支
給
の
申
請
を
行
・
っ
 
 

た
者
に
つ
い
て
、
・
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
皇
 
 

の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
を
憩
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項
中
「
第
十
 
三
条
の
三
第
▲
壷
の
規
定
に
よ
る
法
第
十
三
粂
第
三
項
竺
時
金
の
支
給
の
申
請
と
同
時
」
と
あ
る
の
は
、
「
平
成
二
 
 

十
年
三
月
十
七
日
ま
で
」
と
す
る
。
 
 

ー
＝
．
▼
∧
＿
・
■
■
－
 
．
－
‘
．
ノ
一
■
■
■
一
，
′
〓
一
．
一
．
ヽ
．
．
一
l
 
 
一
．
 
1
 
令
第
八
粂
第
毒
に
掲
げ
る
事
由
に
核
当
す
る
場
合
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
 

れ
当
該
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
 
 

イ
就
業
し
て
い
る
場
合
雇
用
契
約
書
の
写
し
又
は
受
給
資
格
者
が
事
業
主
で
あ
る
こ
と
若
し
く
は
在
宅
就
業
 
 
 

等
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
の
受
給
資
格
者
が
就
業
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
 
 
 

琴
（
適
用
除
外
事
由
発
生
月
表
用
除
外
事
由
発
生
月
が
七
月
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
当
該
年
の
八
月
に
 
 
 

児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
せ
提
出
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
七
月
又
は
八
月
の
い
 
 
 

ず
れ
か
の
時
。
ロ
及
び
ハ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
就
業
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
に
限
 
 
 

る
．
）
 

ロ
求
職
活
動
を
し
て
い
る
璧
口
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
（
適
用
除
外
事
由
発
生
月
に
お
い
て
求
職
活
 
 

動
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
に
限
る
．
）
 
 
 

m
公
共
職
業
安
定
所
、
・
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
（
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
 
 

十
九
号
）
第
三
十
条
第
〓
塀
第
三
号
℃
規
定
す
る
母
子
家
庭
就
業
支
援
事
業
を
い
う
．
第
二
十
四
条
の
四
第
 
 
 

一
項
に
お
い
て
同
じ
・
）
を
実
施
す
る
機
関
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
（
職
業
安
定
法
〈
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
 
 

百
四
十
毒
）
第
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
職
業
紹
介
事
業
者
を
い
う
．
・
第
二
十
町
粂
の
四
第
毒
に
お
い
 
 

て
同
じ
。
）
に
お
い
て
就
職
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
た
こ
と
を
明
ら
か
に
†
き
る
書
類
 
 
 

以
東
人
音
に
面
接
し
た
こ
と
そ
の
他
の
就
業
す
る
た
め
の
活
動
を
行
つ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
 
 

類
 
 
 

．
 
 
ハ
第
二
十
四
条
の
・
四
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
活
動
を
し
て
い
る
場
合
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
、
専
修
学
 
 
 

校
嘗
在
学
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
つ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
 
 
 

書
類
（
適
用
除
外
事
由
発
生
月
に
お
い
て
同
号
に
掲
げ
る
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
に
 
 

限
る
J
 
 

二
 
令
儒
八
条
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
次
に
掲
げ
る
書
類
等
 
 
 

イ
 
当
該
障
害
の
状
態
に
関
す
る
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
 
 
 

口
 
当
該
障
害
が
別
表
に
定
め
る
傷
病
に
係
名
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
エ
ッ
ク
ス
線
直
接
撮
影
写
真
 
 

三
令
第
八
粂
第
三
号
に
掲
げ
る
事
賢
該
資
す
る
場
合
次
の
イ
又
は
口
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
・
そ
れ
ぞ
れ
当
 
 
 

該
イ
又
は
ロ
七
掲
げ
る
書
類
等
 
 
 

イ
第
二
十
四
条
の
四
第
三
項
第
毒
に
該
当
す
る
場
合
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
疾
痺
、
負
 
 
 

傷
又
は
要
介
護
状
態
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
受
給
資
格
者
が
就
業
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
ヤ
 
 

き
る
書
類
等
 

ロ
 
第
二
十
四
条
町
四
第
三
項
第
二
号
に
該
当
す
る
場
合
次
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
書
類
等
 
 
 

仙
医
師
又
は
歯
科
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
受
給
資
格
者
の
監
護
す
る
児
童
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
又
 
 
 

蔑
病
、
負
傷
若
し
く
は
要
介
帯
状
態
に
あ
る
こ
と
に
よ
り
介
護
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
 
 
 
書
類
等
及
び
受
給
資
格
者
が
当
該
児
童
を
介
模
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
せ
る
書
類
 
 
 

似
医
師
又
は
・
歯
科
医
師
の
診
断
書
そ
の
他
の
受
給
資
格
者
の
親
族
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
又
は
疾
病
、
 
 

負
傷
者
し
く
は
要
介
護
状
態
に
あ
る
こ
と
に
よ
・
り
介
護
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
等
及
 
 
 

び
受
給
栄
枯
者
が
 

五
年
等
満
 

つ
て
 

外
事
 

号
イ
か
 

初
 

る
．
 
3
現
に
法
第
十
三
粂
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
引
き
続
き
同
項
の
規
定
 
 

の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
扶
養
手
当
蒜
支
給
停
止
適
用
除
外
 
事
由
届
出
書
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
寺
類
を
添
え
て
、
・
毎
年
八
月
盲
か
ら
三
十
盲
ま
で
の
間
に
、
こ
れ
を
手
当
 
 

の
支
給
機
関
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
崖
＝
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
 
は
、
同
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
年
の
六
月
盲
か
ら
八
月
三
十
盲
享
の
い
ず
れ
か
の
 
 

時
に
お
い
て
、
就
業
し
て
い
る
こ
と
、
求
職
活
動
し
て
い
る
こ
と
又
は
第
二
十
四
条
の
四
第
壷
第
毒
に
掲
げ
る
 
 
 

活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
と
す
る
。
 
 

44   



平成20年2月8日 金曜日  官  報   （号外第24号）  14   
え
、
「
既
に
当
該
児
童
」
を
「
既
に
こ
れ
ら
の
者
」
に
改
め
、
「
 
当
該
児
童
」
 
の
下
に
 
「
受
給
資
格
者
又
は
受
給
資
格
者
 
 

の
親
族
」
 
を
加
え
る
．
 
 
 

様
式
第
五
号
の
二
の
次
に
次
の
様
式
を
加
え
る
．
 
 

3  2   

一
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
、
専
修
学
校
等
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
を
図
 
 

る
た
め
の
活
動
 
 
 

二
 
法
第
t
一
十
八
粂
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
、
情
報
の
提
供
、
助
言
又
は
支
援
を
受
け
、
就
 
 

業
し
、
求
職
活
動
を
し
、
又
は
前
号
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
こ
と
．
 
 

3
 
令
第
八
粂
第
三
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
由
と
す
る
一
．
 
 

一
受
給
資
格
者
が
疾
病
、
負
傷
又
は
要
介
護
状
態
に
あ
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
事
由
に
よ
り
就
業
す
る
こ
 
 

と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
 
 
 

二
 
受
給
資
格
者
が
監
護
す
る
児
童
又
は
受
給
資
格
者
の
親
族
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
こ
と
又
は
疾
病
、
負
傷
若
し
 
 

く
は
要
介
帯
状
急
に
あ
る
こ
と
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
事
由
に
よ
り
受
給
資
格
者
が
こ
れ
ら
の
者
の
介
護
を
行
う
 
 

必
要
が
あ
り
就
業
す
る
こ
と
が
国
庫
で
あ
る
こ
と
．
 
 
 

（
法
第
十
三
粂
の
二
第
二
項
の
適
用
）
 
 

第
二
十
四
条
の
五
 
第
三
粂
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
か
ら
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
 
 
 

事
由
届
出
書
が
提
出
さ
れ
、
当
該
受
給
資
格
者
が
令
第
八
粂
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
適
用
除
 
 
 

外
事
由
発
生
月
か
ら
翌
年
七
月
 
（
適
用
除
外
事
由
発
生
月
が
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
の
 
 
 

七
月
）
 
ま
で
の
期
間
、
法
第
十
三
粂
の
二
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。
 
 

毒
手
当
証
書
に
所
要
事
項
を
記
載
し
、
又
は
新
た
に
児
童
扶
養
手
当
証
書
を
作
成
し
、
こ
れ
を
受
給
者
に
返
付
し
、
 
 
 

又
は
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
 
 
 

第
二
十
四
条
の
三
中
「
職
業
訓
練
を
受
け
て
い
る
こ
と
そ
の
他
」
を
「
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
、
専
修
学
校
等
に
 
 

在
学
し
て
い
る
こ
と
そ
の
他
の
」
に
改
め
、
第
二
華
中
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。
 
 
 

（
令
第
八
粂
第
〓
弓
に
規
定
す
る
求
職
活
動
等
）
 
 

第
二
十
四
条
の
四
 
令
第
八
粂
第
二
亨
に
規
定
す
る
求
職
活
動
は
、
 

実
施
す
る
機
関
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
に
お
い
て
鼓
職
に
関
す
る
相
談
等
を
受
け
た
こ
と
、
求
人
者
に
面
接
し
た
こ
 
 
 

2
 
令
第
八
粂
第
〓
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
自
立
を
図
る
た
め
の
活
動
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
 
 
 

と
そ
の
他
就
業
す
る
た
め
の
活
動
と
す
る
．
 
 

る
。
 
 

2  4  

第
三
粂
の
t
ニ
第
二
項
の
痍
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
か
ら
児
童
扶
養
手
当
l
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
が
 
 

提
出
j
れ
、
当
該
受
給
資
格
者
が
令
弟
八
粂
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
五
年
等
満
了
月
の
翌
月
 
 

か
ら
翌
年
七
月
 
（
五
年
等
満
了
月
の
翌
月
が
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
の
七
月
）
 
ま
で
の
 
 

期
間
、
法
第
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
．
 
 
 

第
三
粂
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格
者
か
ら
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
が
 
 

詠
出
さ
れ
、
当
該
受
給
資
格
者
が
令
第
八
粂
各
号
に
掲
げ
る
事
由
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
年
の
八
月
か
ら
翌
 
 

年
七
月
ま
で
の
期
間
、
法
第
十
三
粂
の
二
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。
 
 

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
障
害
の
状
童
に
あ
る
児
童
」
 
の
下
に
 
「
 
受
給
資
格
者
又
は
受
給
資
格
者
の
親
族
」
を
加
 
 

4
 
前
項
に
規
定
す
る
受
給
資
格
者
で
あ
つ
て
、
法
第
二
十
八
粂
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
相
談
、
情
 
 
 

報
の
提
供
、
助
言
又
は
支
援
を
受
け
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
前
項
中
 
「
か
ら
三
十
一
日
ま
で
」
 
と
あ
り
、
及
び
 
「
か
 
 
 

ら
八
月
三
十
〓
日
ま
で
」
と
あ
る
の
は
、
「
か
ら
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
す
る
」
 
 

5
 
前
各
項
の
規
定
に
よ
る
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出
書
及
び
こ
れ
に
添
付
す
る
書
類
等
の
 
 

提
出
に
つ
い
て
、
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
期
限
ま
で
に
接
遇
で
き
な
か
つ
た
場
合
は
、
そ
の
事
情
が
消
滅
し
て
 
 

か
ら
速
や
か
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
 
 

第
十
二
条
の
三
中
「
第
三
条
の
二
第
一
項
」
 
の
下
に
 
「
 
第
三
粂
の
三
」
 
を
加
え
る
．
 
 

第
二
十
一
条
第
三
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
一
環
を
加
え
る
．
 
 
 

手
当
の
支
給
機
関
は
、
法
第
十
三
粂
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
手
当
の
一
部
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
児
童
扶
 
 

養
手
当
支
給
停
止
通
知
書
を
受
給
者
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
 
 

第
二
十
一
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
．
 
 
 

手
当
の
支
給
機
関
は
、
・
法
第
十
三
粂
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
手
当
の
一
部
を
支
給
し
な
い
と
き
は
、
児
童
扶
 
 

萩
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